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2018/10/21                           中村寿夫 

        「いのちのパンを食べていますか」       

         ヨハネの福音書 6 章 34-40 節   

                                          

はじめに    

 

 イエス様は人々に、ご自分がどのような者かを知らせようとして、ご自分を「パン」

にたとえて、「神のパンは、天から下って来て、世にいのちを与えるものだからです」

と言われました（33）。すると、それを聞いた人々は、「主よ。いつもそのパンを私

たちにお与えください」と言いました（34）。 

 

１ わたしがいのちのパンです（35）。                        

イエス様が、ご自分が「いのちのパン」であると言われたことにはわけがありま

す。それは、この章のはじめに記されている「５千人の人々にパンを与えられた」

という話が背景にあります。パンをもらった人々は、またもらえるのではないかと、

イエス様を捜し求めました。その人々に対しイエス様は、「あなたがたがわたしを

捜しているのは、しるしを見たからではなく、パンを食べて満腹したからです。な

くなる食物のためではなく、いつまでも保ち、永遠のいのちに至る食物のために働

きなさい。それこそ、人の子があなたがたに与えるものです」と言われました

（26-27）。 

 

適用：人々は、イエス様を信じ、イエス様に従いたいと思ったからでなく、イエス様 

  からパンを頂いて満腹したから、またパンをもらおうとしてイエス様の所に来た 

  のです。 

イエス様はその人々に、「なくなる食物のためではなく、いつまでも保ち、永

遠のいのちに至る食物のために働きなさい。それこそ、人の子があなたがたに与

えるものです」と言われました。 

人々は、物質的なものによる満足を求めていました。しかしイエス様は、物質

的な満足ではなく、永遠の満足を求めなさいと言われ、それこそがイエス様が与

えるものだと言われたのです。 

 

２ わたしのもとに来る者は決して飢えることがなく、わたしを信じる者はどんなと 
 きにも、決して渇くことがありません（35）。 

 

ここでイエス様は、「わたしに来る者」「わたしを信じる者」は、「決して飢え

ることがなく」、「決して渇くことがありません」と明言されました。 

イエス様を信じる者は、初めて「心に」「たましいに」満足が得られます。それ

は、この世の何物によっても満たされないものです。お金も、名誉も、地位も、結

婚や家庭も、私たちを真に満たすことは出来ないのです。それは、イエス様だけが

満たすことが出来るものです。 
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３ 父がわたしに与えてくださる者はみな、わたしのもとに来ます。そして、わたし 
 のもとに来る者を、わたしは決して外に追い出したりはしません（37）。  

 

イエス様は、「あなたがたはわたしを見たのに信じません」と言われました（36）。

イエス様を信じることは、見たから信じるといものではないのです。当時、たくさ

んの人々はイエス様を見ました。しかし、信じた人は、ほんのわずかでした。なぜ

でしょう。信仰は、人間の知識や意志や感情によって得られるものではないのです。

では、そうしたら信仰を持つことが出来るのでしょうか。 

 

（１）父がわたしにくださる者はみな、わたしのもとに来ます。 

 

      人間が自分の知識や意志や感情で神を信じることが出来ないとすれば、何が私 
   たちに信仰を与えるのでしょうか。それは「父がわたしにくださる者はみな、わ  
  たしのもとに来ます」と言われたように、イエス様の父、すなわち神様の「選び」 
   と「導き」によるのです。イエス様は、「わたしを遣わされた父が引き寄せて」  
  くださらなければ、だれもわたしのもとに来ることは出来ません」と言われまし   
 た。 

 

適用：私たちが信じようとしたからではなく、神様が選んでくさったから、イエス様 
   を信じるようになるのです。あなたが神様に選ばれているなら、信じる者になる  
  のです。 

 

（２）父から聞いて学んだ者はみな、わたしのもとに来ます（45）。 

 

      「父がわたしにくださる者」はまた、「父から聞いて学んだ者」です。使徒パ 
   ウロは、「信仰は聞くことから始まります」と言っています（ﾛｰﾏ 10:17）。神に 

  選ばれた人は神のことばを聞きます。そして、聖霊なる神様がその人を導き、神を 
   信じる者にしてくださるのです。 

 

（３）わたしのもとに来る者を、わたしは決して外に追い出したりはしません。 

 

ここに私たちの信仰の絶対的保証があります。信仰が神によって与えられる

ものならば、それは絶対です。 

 

例話：私たちが神の手を握っているならば、つらくなれば離してしまうこともあるで 
   しょう。しかし、神様が私たちの手を握っていてくださるならば、神様は手を離  
  されることはないのです。ですからイエス様はこう言われました。「わたしを遣 

 わされた方のみこころは、わたしに与えてくださったすべての者を、わたしがひ   
  とりも失うことなく、終わりの日によみがえらせることなのです」（39）。 
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４ 人の子の肉を食べ、その血を飲まなければ、あなたがたのうちに、いのちはあり 
 ません（53）。 

 

「人の子の肉を食べ、その血を飲む」とは、イエス様を信じることです。「肉と 
 血」と言われるのは、イエス様の十字架の死を指しています。イエス様は、神に  
 背き、罪を犯す私たちのために、十字架で私たちの罪を身に負い、死んでくださ  
 いました。それによって、私たちの罪は赦され、神の子どもとされました。 

  イエス様は「聖餐式」を定め、それを守るようにお命じになりました。イエス 
 様は「わたしの肉はまことの食べ物、わたしの血はまことの飲み物なのです」と  
 言われました（55） 

      聖餐式は、私たちのたましいは、イエス様を食べること、つまりイエス様と   
   の交わりによって生きること、成長することを教えています。 

      あなたは、イエス様と交わっていますか。聖書を読み、祈ることによってイ   
   エス様と交わることが出来ます。最近、どうも調子が悪いと思ったら、聖書を読  
   んでいないのではないか、祈っていないのではないかと反省してください。 

 

    「わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者は、わたしのうちにとどまり、わた  
   しもその人のうちにとどまります」「わたしを食べる者は、わたしによって生き  
   るのです」（56.57） 

 

      聖餐式は、私たちが「イエス様のうちにとどまっていること」を教えています。 
   そして、イエス様のうちにとどまる者だけが実を結ぶのです。イエス様はこう言  
   われました。「人がわたしにとどまり、わたしもその人のうちにとどまっている  
   なら、その人は多くの実を結びます。わたしを離れてはあなたがたは何もするこ  
   とができないのです」（ﾖﾊﾈ  15:5） 

 

    聖餐式を重んじない人がいます。それはとんでもないことです。イエス様が「守 
   りなさい」と言われたことに従わないからです。私たちは弱い者です。イエス様  
   から離れ易いものです。ですから、イエス様は私たちに聖餐式を残し、それにあ  
   ずかることによって、私たちがイエス様によって生きて、成長できることを忘れ  
   ないようにしてくださっているのです。 

  聖餐式を軽んじる人は、自分の力で生きられると思い込んでいる人で、クリス 
 チャンと言っても、その生活は破綻するのです。私たちは、イエス様によっての  
 み生かされているのですから。 

 

結論 聖書が私たちに求めているのは、 

 

１  神様がおられて、求める者には必ず応えてくださると信じること。           

２ 自分が神様に罪を犯していることを認めること。        

３ イエス様が私たちの罪の身代わりとなって十字架にかか り死んでくださったこ

と、そして復活して、生きた救い主として私を迎えてくださることを信じること。 

４ イエス様を信じるだけで、自分の罪が赦され、神様の子どもとして受け入れられ

ることを信じること。                 
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招きのことば 

イエス様は、あなたの罪を赦すために、十字架におかかりになりました。あなたの

罪を赦し、あなたが天国に行けるようになってほしいのです。 

 

「私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のために、なだ

めの供え物としての御子を遣わされました。ここに愛があるのです。」 

 

「見よ。わたしは戸のそとにたって叩く。だれでも、わたしの声を聞いて戸を開け

るなら、わたしは、彼のところに入って、彼とともに食事をし、彼もわたしとともに

食事をする」 

   

「主イエスを信じなさい。そうすれば、あなたもあなたの家族も救われます」 

 

祈り 

  父なる神様。あなたの御子イエス・キリストを感謝します。 

 私はあなたに罪を犯して来ました。地獄に投げ込まれても当然な人間です。 

 しかし、イエス様は、私の罪のために十字架にかかり、私のために死んでください

ました。 

 あなたは、私のすべての罪を赦してくださると言われました。感謝します。 

 私は、いま、イエス・キリストを私の救い主、私の神として信じ、受け入れます。 

 あなたは、私をあなたの子として受け入れてくださり、私を新しく生まれさせてく

ださることを感謝します。 

 今日からあなたに従っていきます。どうぞ、弱い私を導いてください。 

 イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン。 


